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2020.06.25作成 

【福島県合同輸血療法委員会】            

輸血に関するアンケート調査集計結果（2019年）【2020年 6月 25日時点】 

 

診療所版 

１ 調査対象施設等 

 （１）調査対象施設：県内の診療所４１施設 

 （２）調査対象期間：２０１９年１月から１２月まで 

（３）調査方法：アンケートへの依頼文書を郵送で送付し、福島県薬務課のホームページよりファイル（Excel形式） 

でダウンロードし、記入したファイルをメールに添付した形で回収した。対応が困難な場合は、FAX 等で回収

した。 

 （４）回収率：３１．７％（１３診療所から回答） 

 

２ 集計結果の概要（項目別）  

 ◎集計結果の報告書を作成するにあたり、病院名等を公開してよいか 

    可：４診療所（３０．８％） 

Ⅰ 輸血管理料取得状況について 

 取得医療施設なし：１２診療所、無回答：１診療所 

Ⅱ Ｉ＆Ａ取得状況について 

 取得予定なし：１１診療所、無回答：２診療所 

Ⅲ 輸血療法委員会等について 

（１）輸血療法委員会等の設置数 

  １診療所（７．７％） 

 

    （２）輸血療法委員会を設置しない理由（複数回答あり） 

  １１診療所（８４．６％） 

（使用がほとんどない：５、他の委員会で協議：４、指導医がいない：４、その他：０） 

 

  （３）輸血療法委員長の職種 

 医師（専門科目：泌尿器科：１） 

 

  （４）輸血療法委員会の開催回数（回/年） 

     １２回/年：１  

   （５）-１ 県内認定臨床輸血看護師、アフェレーシスナース、自己血輸血看護師、認定輸血検査技師人数（合計） 

      該当医療施設なし 

 

  （６）-２ 輸血療法委員会参加人数（医療施設数/輸血療法委員会有１施設） 

医師  １名 

看護師 ４名   合計６名 

事務  １名 
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Ⅳ 指針等について                                    

  （１）輸血部門の設置数等（複数回答あり） 

   輸血部門：設置医療機関なし 

  看護部  １件    

   血液製剤保管場所（複数回答あり） 

  検査部  ２件 

  薬剤部  ２件  

        透析室  ３件 

  その他  ４件  

         

  （２）自記温度計、警報装置の設置数等（複数回答あり） 

  自記温度計：４診療所（３０．８％） 

    記録の頻度 毎日     ５件 

    していない  ２件 

未回答    ６件 

     

警報装置：４診療所（３０．８％） 

 

     冷蔵庫・冷凍庫の保守点検の頻度 毎日 ３件、年に１回 ４件、半年に１回 ２件、月に１回 １件、 

異常時 １件、していない １件、未回答 １件 

 

  （３）他の管理項目等 

1)運搬容器の設置：３診療所（２３．１％） 

 

2)輸血用血液製剤と血漿分画製剤の管理の一元化：４診療所（３０．８%） 

 

3)管理記録簿等：１２診療所（９２．３％） 

       内訳（複数回答有） 

手書き伝票：１０、両方：１、その他：１ 

 

（４）感染症検査用検体の保管等 

   ２診療所（１５．４％） 

 

（５）輸血前後の感染症検査の実施 

     輸血前のみ ２、輸血後のみ １、輸血前後両方 ５、行っていない ４、未回答 １ 

 

（６）遡及調査ガイドラインで求められる検査項目の認知 (新規調査) 

   ６診療所（４６．２％） 

 

 Ⅴ 輸血用血液製剤使用状況について  

全血液製剤使用単位数合計４４４単位 

   （１）赤血球製剤の使用量は４３０単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、９６．８％である。 

   （２）血小板製剤の使用量は０単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、０％である。 

   （３）血しょう製剤の使用量は１４単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、３．２％である。  
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Ⅵ 輸血用血液製剤廃棄状況について                            

全血液製剤廃棄単位数合計６単位 

全血液製剤の廃棄率は１．３％である。 

（１）赤血球製剤の廃棄量は６単位。 

（２）血小板製剤の廃棄量は０単位。 

（３）血しょう製剤の廃棄量は０単位。 

 

○輸血用血液製剤の在庫状況  

輸血用血液製剤在庫有 ０診療所 

 

Ⅶ （１）年代別及び男女別輸血状況について 

輸血患者総数 ８４人  

 ９０歳以上 ４人（  ４．８％） 

８０-８９歳   ２１人（２５．０％） 

７０-７９歳   ２５人（２９．８％） 

    ６０-６９歳   ２２人（２６．２％） 

        ５０-５９歳    ６人（ ７．１％） 

    ４０-４９歳    ２人（ ２．４％） 

    ３０-３９歳    ４人（ ４．８％） 

    ２０-２９歳    ０人（ ０．０％） 

    １０-１９歳    ０人（ ０．０％） 

      ５-９歳    ０人（ ０．０％） 

         ０-９歳    ０人（ ０．０％） 

 男性 ３８人 （４５．２％） 

 女性 ４６人 （５４．８％） 

  

Ⅷ（１）診療科別輸血状況（回答医療施設数：１２） 

    内科全体数       ６５人 

      消化器内科：     ５人        

      循環器内科：     ２人   

            呼吸器内科：     ０人 

      血液内科：      ０人 

      その他内科：    ５８人 

 

    外科全体数        ０人    

消化器外科：     ０人 

      呼吸器外科：     ０人 

      心臓血管外科：    ０人 

      形成外科：      ０人   

      整形外科：      ０人       

      脳神経外科：     ０人  

      その他外科：     ０人 

 

    その他診療科全体数   １７人 

      小児科：       ０人 

      産婦人科：      ３人 

      泌尿器科：      ３人 

      麻酔・集中治療科：  ０人 

      その他：      １１人  
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Ⅸ  自己血輸血について                                 

自己血輸血実施診療所：０診療所（０．０％） 

 

〇貯血式自己血輸血（液状保存） 

 実施症例件数（同種血併用例）：０例（０例） 

採血量（貯血量）：０単位 

使用量（輸血量）：０単位 

 

〇貯血式自己血輸血（凍結保存） 

実施症例数（同種血併用例）：０例（０例）  

 

〇回収式自己血輸血 

 実施症例数：０例 

使用量の管理部門での把握：  はい      ２診療所 

いいえ      ４診療所 

その他        １診療所 

未回答     ６診療所 

 

〇希釈式自己血輸血 

 実施症例数：０例 

  使用量の管理部門での把握  はい      １診療所 

      いいえ     ３診療所 

      その他     １診療所 

      未回答     ８診療所 

 

 Ⅹ  血漿分画製剤使用状況について  

    アルブミン製剤合計：４６２．５g 

    フィブリノゲン製剤合計：０．０g 

 

 ＸＩ 外来輸血及び在宅輸血について 

（１）外来輸血または在宅輸血実施   外来輸血     ７診療所 

在宅輸血     １診療所 

どちらも実施なし ４診療所 

未回答      １診療所 

 

（２）外来輸血後の患者観察      医療関係者    ４診療所 

                   医療関係者・ 

                     患者家族   ３診療所 

 

（３）在宅輸血時の患者観察     医療関係者     １診療所 

                                      医療関係者・ 

                     患者家族   １診療所 

 

   （４）外来輸血または在宅輸血を実施している患者の主な診療科 

      血液内科  ０件 

   消化器内科  １件 

      循環器内科  １件 

      その他  ６件（透析科４件・他泌尿器科２件） 
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（５）疾患名・人数   血液疾患 ： １件（ １人）            

      腎疾患  ： ３件（ ７人） 

      悪性腫瘍 ： ４件（ ５人） 

      消化管出血： １件（ １人） 

      その他  ： １件（ ７人） 

 

   （６）使用されている製剤の種類  赤血球製剤 ：７９単位 

      凍結血漿製剤： ０単位 

      血小板製剤 ： ０単位 

 

   （７）実施中または実施後の有害事象発生：０診療所 

       

   （８）外来輸血に対応した有害事象発生時のマニュアル：４診療所（３０．８％） 

 

   （９）外来輸血実施後の院内での休憩時間 

      ３０分未満   １診療所 

      ３０分以上１時間未満 ３診療所 

      １時間以上２時間未満 ４診療所 

      ２時間以上   ０診療所 

 

   （１０）外来輸血が必要とされる患者の紹介先が予め決まっている：７診療所（５３．８％） 

 

   （１１）輸血のみを診療目的とする患者の受入：０診療所 

 

 

 

Ⅻ 製剤別購入量・廃棄量について 

 

 購入量（単位） 廃棄量（単位） 廃棄率（％） 

赤血球製剤 ４３６ ６ １．４ 

血小板製剤 ０ ０ ０ 

血しょう製剤 １４ ０ ０ 

 


